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【はじめに】
９月に入ってようやく新規コロナ患者減少の兆しが見えてきました。この稿をお読みいただいている頃には緊
急事態宣言が解除されていることを願っていますが、感染力の激しいデルタ株等の変異株の出現が続いています
ので、まだまだ気がおけない毎日が続きます。
泌尿器科でも、昨年度からのコロナ禍により、外来患者は約20％、入院患者は10〜20％、手術件数は10％以上
減少という厳しい状況の中、スタッフ５名で急性期診療、専門的医療を担っています。
当院のコロナ診療は感染管理チーム、呼吸器内科など内科系医師のみならず外科系診療科も加わり、病院をあ
げてオール西市民で取り組んでいますので、当科スタッフも発熱外来や専用病棟の患者にも対応し、入院前
PCR 検査、コロナワクチン接種業務などこれまで経験したことない診療を専門的医療とともに行っています。
そしてコロナ禍だからあれができない、これができないというのではなく、この時期だからこそ新たな取り組み
やポストコロナへの備えを進めていきたいと考えていますので、当科の取り組みを紹介いたします。
【オープンカンファレンス】
当科では2000年の当院再建オープン以来、毎年オープンカンファレンスを開催してきました。昨年度はオンラ
インで開催し、尿路結石治療の講演（井上貴昭Dr.：原泌尿器科病院副院長）、当院の50周年記念事業、当科の診
療実績などを発信し好評でした。従来の集合開催は講演の臨場感や懇親会での face to face の交流が醍醐味で
すが、オンラインは会場までの移動が不要、「ながら参加」できる、一定期間YouTube 配信などで閲覧できる、
など多忙な医療人にはそれなりのメリットがあります。今後は集合開催できるようになっても、可能ならばオン
ラインを併用し、広く地域に情報発信していきたいと思っています。
【排尿ケアチーム活動】
専門性を活かし院内のチーム活動に参加し、多職種協働により患者さんの診療に貢献することは、医療人とし
て最もやりがいのある仕事の一つです。当科でも認定看護師（WOCナース）、リハビリスタッフと排尿ケアチー
ムを立ち上げ、ベッドサイド回診を開始し、院内に向けて啓発活動も行なっています。同号掲載の「排尿ケアチー
ムのご紹介」をご覧下さい。
【ロボット支援腹腔鏡下膀胱全摘術（RARC）＋体腔内尿路変向術（ICUD）】
当科は尿路上皮癌診療において県下でもトップクラスの手術件
数を有し、過去10年間に120件の膀胱全摘術を施行しています。
2018年９月から RARC を導入し、33例に施行し、最近ではほと
んど RARC で膀胱を摘出しています。出血量が少なく、傷が小
さいことがメリットです。膀胱を摘出した場合、尿を体外に排出
する尿路変向術で必要であり、当科では腸管利用新膀胱造設術（尿
道から排尿）、回腸導管造設術と尿管皮膚瘻造設術（ともに腹部に
採尿袋を装着）を採用しています。昨年末から体腔内尿路変向術
（尿管皮膚瘻、回腸導管造設術）を導入しました。RARC ＋
ICUDを施行した女性では、摘除組織を膣の切開創から取り出せ
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表：UKAと TKAの比較
UKA TKA

手術侵襲 小 大
両側同時手術 可能 高齢者では不可能
入院期間 短い 長い
スポーツ復帰率 高い 低い
人工関節の気にならなさ 高い 低い

図１ TKAとUKA 左が TKA術後、右がUKA術後。UKA
では比較的健常な外側部および関節内の靭帯は温存さ
れる。

����ロボットの手術風景



る場合は腹部には１㎝程度の傷が数カ所残るのみになります。その他腎癌に対する部分切除、前立腺癌に対する
全摘術でもロボット支援腹腔鏡手術を施行し、できるだけ低侵襲で根治性の高い機能温存手術を行うように努め
ています。
【スタッフ】
泌尿器科は（医師も患者も）男性専門の診療科のイメージがまだまだ強いようですが、近年女性患者が増加し、
女性泌尿器科医も増えています。入院患者では依然男性が８割を占めますが、外来患者では女性が３割以上を占
めています。また現在当科も女性医師が１名在籍しています。
ロボット手術などの繊細な先進手術、人間の尊厳を支えるきめ細
かな排尿ケア、腎移植、男性不妊や尿路感染症、女性泌尿器科領
域などの幅広い臨床・研究分野に惹かれるようです。今年は若手
が３人になり、アラフィフとアラ還の指導医も元気をもらってい
ます。今時の若者は礼儀正しく、真面目で勉強熱心、患者さんに
も丁寧で優しい。教え教えられという関係、コミュニケーション
を絶やさず、専門的診療、チーム医療を進化させていきたいと考
えています。
【最後に】
コロナ禍の大きな波に何度も揺さぶられていますが、地域の先生方のご紹介、ご支援により、救急医療を始め
本来の一般急性期診療、専門的診療が継続できていることに感謝しております。今後とも引き続きよろしくお願
い申し上げます。
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�����������排尿ケアチームのご紹介
�� � � ���皮膚・排泄ケア認定看護師 吉 田 ひろみ

【排尿ケアチームとは】
平成28年度の診療報酬の改定により“排尿自立指導料”の算定が新設されました。排尿自立指導とは、排尿に関
するケアに係る専門的知識を有した多職種からなるチーム（以下「排尿ケアチーム」という。）を設置し、当該患
者の診療を担う医師、看護師等が、排尿ケアチームと連携して、当該患者の排尿自立の可能性及び下部尿路機能
を評価し、排尿誘導等の保存療法、リハビリテーション、薬物療法を組み合わせるなど、下部尿路機能の回復の
ための包括的なケアを実施することを目的とするものです。
私達は泌尿器科医師、皮膚・排泄ケア認定看護師、事務局とともに排尿ケアチーム立ち上げに向けて検討を行
い、「排尿ケアチームで活動することで患者さんの排尿状況を少しでも改善したい！」という思いを持ち、平成31
年４月に排尿ケアチームを立ち上げました。
【排尿ケアチームの回診について】
排尿ケアチームは木曜日の13時～泌尿器科医師、理学療法士または作業療法士、看護師の３名で回診をしてい
ます。
私達は回診時には必ず患者さんのベッドサイドへ伺い、その時の患者さんの排尿に対する思いを伺うようにし
ています。尿道カテーテルを抜去する、ということも大事です
が、それだけではなく、“この患者さんにとってベストな排尿管理
はどういう方法なのだろうか”ということを常に考えるようにし
ています。
2020年度の回診では、50名の方に87回、回診を行いました。一
人あたり1.7回しか回診をできていない計算になります。入院期
間も短縮化され、少ない回診回数で結果を出すことの必要性を常
に感じています。
【2021年度からの取り組み】
令和２年度からは「外来排尿自立指導料」が開始となり、入院

�� �� �� �� ��坂田 中村 三田 八尾 田代

�� �� ��田口 中村 吉田



中から介入している患者さんに対し、外来でも継続して介入を行った際に同一施設において入院から外来まで継
続した指導が提供できるようになりました。
排尿ケアチームでの活動が始まり、３年目になります。病棟からの排尿ケアチームへの相談は蓄尿障害（尿を
溜めることができない、いわゆる失禁）より排出障害（尿を出すことができない、いわゆる尿閉）の相談が多い
です。医療現場で尿失禁より尿閉が問題になるのは明らかですが、日々の生活の中で尿失禁は、患者さんや介護
者にとって大きな悩み・負担となる排尿障害です。今年度は尿失禁にも注目をすることも視野に入れ、まず、泌
尿器科の手術“ロボット支援下前立腺全摘術”の患者さんの尿失禁への介入を始めました。
“ロボット支援下前立腺全摘術”後は多かれ少なかれ、一時的な尿失禁が必発です。手術で前立腺を取り除く手
術を行うため、尿失禁が起こるのですが、骨盤底筋体操を行っていただくことで、尿失禁はより早く改善すると
言われています。
そこで、排尿ケアチームでは今年度院内で使用されている骨盤底筋体操のパンフレットの見直しを行い、理学
療法士と作業療法士が中心となって新しいパンフレットを作成しました。
また、今までは術後、尿道カテーテルが抜去後に骨盤底筋体操の指導を開始していましたが、これからは手術
が決まり、入院前オリエンテーションを行う際に指導を開始することで、より早く体操をスタートし、日常化し
ていただくことで、早い尿失禁の改善を期待しています。
排尿ケアチームによる介入は入院中だけでしたが、外来にも広がっています。一方で、当院でも50名回診を行っ
た中で20名が転院をされるなど、当院のみで排尿ケアが終了することができなくなっているのも現状です。
転院された20名中８名がADLの改善が見込めずに、尿道カテーテルが挿入されたまま転院されました。当院
ではそういった際には、排尿ケアチームで退院時診療情報提供書を作成し、転院先でADLが改善すれば、尿道カ
テーテルの抜去を試みていただくようにお願いしています。実際に転院後、尿道カテーテルが抜去できたとご報
告いただいた患者さんもおられます。
排尿自立指導の目的は尿道カテーテルを一日でも早く抜去し、尿路感染を防止するとともに排尿自立の方向に
導くことです。この取り組みにより、人としての尊厳が守られるばかりでなく、ADLの維持・増進をもたらし、
ひいては早期退院・ねたきり患者減少にもつながることが期待されています。今後より一層地域の医療機関、訪
問看護、介護施設等と連携を深め、この活動を広めていこうと考えていますので、ご協力、ご支援をよろしくお
願い申し上げます。
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������������������「当院での周術期サポートチームの活動
���������������〜諦めない外科治療に向けて〜」

���� � � � �消化器外科医員 水 野 良 祐

【はじめに】
昨今は高齢化に伴い、70歳代、80歳代の患者さんが手術を必要とする機会が増えてきています。高齢になると
栄養状態の悪化、組織修復力の低下、基礎疾患の増加などにより術後合併症のリスクが若年者よりも高くなりま
す。また、高齢者では術前の筋力や運動機能の低下により、術後のADL（Activities of Daily Living：日常生活
能力）が悪化するリスクもあります。こういった加齢に伴う脆弱性のことをフレイル、筋力低下や筋肉量減少を
サルコペニアと呼びます。近年では、術前から積極的な栄養指導やリハビリ介入などを行うことにより、フレイ
ル・サルコペニアの患者さんの手術に伴うリスクを少しでも軽減しようという試みが全国で盛んになってきてい
ます。
【当院での取り組み】
当院では2021年４月よりPOST（周術期サポートチーム）を発足しました。POSTは医師、理学療法士、管理
栄養士、薬剤師、看護師、医事課職員など多職種より構成される医療チームです。月に一度のペースでカンファ
レンスを行いつつ、外科手術予定の高齢者を対象としてフレイル・サルコペニアを抽出し、術前から積極的に栄
養指導、リハビリ介入などを行うことで、周術期の成績向上を目指しています。
初診時から外来での栄養指導とリハビリ指導を行い、手術までの待機時間を有効活用して自宅ベースで食事療
法や筋力トレーニングに取り組んで頂きます。入院後は速やかにリハビリ介入を行い、術後の早期離床、筋力保持
を目指します。術前外来、入院中、術後外来と複数回に渡って栄養指導を行い、周術期の栄養状態を改善します。



栄養状態の指標として、
採血でアルブミン、プレア
ルブミンなどのタンパク質
値の変動を追跡し、また
InBody という機械を用い
て術前、術後の骨格筋量や
体脂肪率などを測定してい
ます（写真①，②）。筋力・
運動機能の指標としては握
力・歩行速度などを術前、
術後に各々測定しています
（写真③）。これらのデータ
を元に、周術期介入の対象
や方法をカンファレンスで検討・改善していきます。
【おわりに】
施設によっては、高齢者である、多くの基礎疾患がある、などといった理由で積極的な手術加療は勧められな
いケースもあるでしょう。しかし、当院では諦めない外科治療を目指し、フレイル・サルコペニアであっても
POSTによる積極的な周術期介入の下に、必要な治療をお届けいたします。ご年齢などから手術加療にご不安の
場合でも遠慮なく当院にご相談頂ければ幸いです。

������������������������小児アレルギー講習会（オンライン）のお知らせ

小児アレルギー講習会を下記のとおり、オンラインで開催いたします。市民以外に医療・保育・学校関係者の

方々にもご参加頂いておりますので、ご気軽にご参加ください。

開催日時 2021年７月１日（木）15：00～16：30（15分前から入室できます）
内 容 食物アレルギー対応③（アレルギー対応時の役割分担とエピペンについて）

小麦アレルギーへの対応食と食品表示の見方
質問コーナー

申込方法 参加ご希望の方は地域医療在宅支援室まで、下記項目を記入頂き、

メールアドレス w_kouza@kcho.jp まで送信をお願いいたします。
後日、招待メールをお送りいたします。

【申し込みメール必要記載事項】

① 件名：７/１食物アレルギー対応申込

② お名前

③ 日中に連絡のつく電話番号

④ ご施設名（市民の方は記載不要）

⑤ 職種（市民の方は記載不要）

締 切 日 2021年６月25日（金）

メールアドレスは
↑こちら

��������������������������������神戸市立医療センター西市民病院連携セミナー
����������������������2021年８月12日（木）18：00－19：30

演 題：「骨粗しょう症治療の連携の重要性について」
講 師：西口 滋（神戸市立医療センター西市民病院 整形外科 部長）

日医カリキュラムコード 0.5 単位 CC：77（骨粗鬆症）

演 題：「関節リウマチの治療について」
講 師：壷井 和幸（神戸市立医療センター西市民病院リウマチ・膠原病内科副医長）

日医カリキュラムコード 0.5 単位 CC：61（関節痛）

お申し込みはQRコードからお願い致します。
【共 催】神戸市長田区医師会
【開催方法】オンラインの場合はZoomを使用致します。
集合開催を併用したハイブリッド方式にて開催となる場合がございます。
その際は申込された方にご連絡させていただきます。

新西市民病院整備基本方針が発表されました
当院の再整備について、神戸市より公表された基本方針（案）に対する意見募集が実施され、このたび市民の皆
様の意見を反映した「新西市民病院整備基本方針」が発表されました。
そこで、改めて新病院の計画についてご案内させていただきます。

新病院につきましては、新長田駅近くの若松公園の一部を建設予定地とし、病床数としては現在と同程度を予定
しております。
開院時期につきましては、当初2029年頃としておりましたが、今回、市民の皆様の要望を受け、１年前倒しとし、
2028年度開院予定となりました。

新病院のコンセプトとしまして
❶ 救急医療、感染症・災害医療の強化
市街地西部の救急医療の中心として、高度な診療機能を駆使して幅広い２次救急に対応するとともに、新興感
染症・災害対応の機能を強化する

❷ 地域包括ケアシステムの推進
地域医療機関との連携及び中核病院としての役割を強化し、地域内で診療を受ける割合（受療の完結率）を高
めることで、住民に切れ目なく必要な医療を提供する

❸ まちづくりや地域活性化に寄与
公共空間との一体的な整備や周辺施設との機能連携により、人々が交流できる憩いの場として、にぎわいの、
あるまちづくりや地域活性化に寄与する
を掲げております。

また、新病院整備に併せて若松公園全体をリニューアルすることで、公園の持つレクリエーション機能を維持す
るとともに、公園との一体的な整備により大規模災害時などの非常事態の際に公園部分を活用する等、防災機能の
強化を図る予定としております。
今回発表されました基本方針を踏まえ、今年度、基本構想の策定に着手し、準備を進めますとともに、目の前の
患者さんをもっとも大切にして地域の医療・介護機関との密な連携を基盤として患者さんの信頼に応えてまいる
所存です。まずは、新病院の診療機能等について、しっかりと検討を進めるとともに、詳細が決まりましたら、今
後も引き続き情報発信させていただきますのでよろしくお願いします。

� ����� �����① InBody 測定の様子 � ����� ���② InBody の結果 � �����③ リハビリの様子

ご寄付のお願い

当院はこれからも地域の皆様へ、より良質で安全な医療を提供していきたいと考えております。個人、

法人の皆様に寄付という形で当院の運営に共に携わっていただきたいと思っておりますので、金額の多寡

にかかわらずご支援を賜りますようお願い申し上げます。

神戸市立医療センター中央市民病院

院 長 木 原 康 樹



��������������小児アレルギー講習会(オンライン)のお知らせ

【転入等 10月１日付】
所 属 補 職 氏 名
消 化 器 内 科 専 攻 医 渡邊 賢
消 化 器 内 科 専 攻 医 小林 拓哉
呼 吸 器 内 科 専 攻 医 横田 真
乳 腺 外 科 専 攻 医 多山 葵

【転出等 ９月30日付】
所 属 補 職 氏名
消 化 器 内 科 専 攻 医 原 拓史
消 化 器 内 科 専 攻 医 山本 健太
呼 吸 器 内 科 専 攻 医 岩林 正明
呼 吸 器 内 科 専 攻 医 遠藤 慧
総 合 内 科 専 攻 医 山本 大
外 科 専 攻 医 調枝 治樹

医師の転出・転入等のお知らせ

医師の転出のお知らせ

��������呼吸ケアオープンカンファレンス（オンライン開催）ご案内
テ ー マ：「慢性呼吸不全患者に対する包括的ケア ～HOT・NPPVからACPまで～」
講 演 者：公益財団法人田附興風会医学研究所 北野病院

副院長兼呼吸器センター長 福井 基成 先生
日 時：令和３年10月21日（木）18：00～19：30
場 所：オンライン開催（Zoom）
申込方法：w_kouza@kcho.jp へ以下の内容を送信下さい

① 件名「呼吸ケアオープンカンファレンス」
② 本文「氏名」、「施設名」、「職種」、「返信用メールアドレス」
③ 締切日 令和３年10月15日（金） ★QRコードからもお申込可能です。

【転出等 ８月31日付】 【転入等 ９月１日付】
所 属 補 職 氏名 所 属 補 職 氏名
麻 酔 科 専 攻 医 宮沢 嘉英 麻 酔 科 専 攻 医 木村 拓哉

医師の転出・
転入のお知らせ

������������������������病児保育室たんぽぽのご案内
地域の皆さまもご利用頂けますのでご利用ください。

施設概要 西市民病院 病児保育室 たんぽぽ
住所：神戸市長田区一番町２丁目１
※西市民病院の裏（南側）にある赤い屋根の建物
電話 /FAX番号：078 - 521 - 9311

対象児童 ①神戸市内に居住している生後６ヶ月から小学校６年生までの児童
②市外居住で、神戸市内の保育所（園）・幼稚園・認定こども園・地域型保育事業所・小学校に
通う児童
③市外居住で、神戸市内に勤務する保護者の小学校６年生までの児童

定 員 数 ５名 ※ただし、お子様の疾患の種類によっては、定員内であってもご利用頂けない場合が
ございます。

利用時間 月曜日～金曜日 ８時00分～18時00分まで（土・日・祝日は利用不可）
※受入れ可能な時間帯は原則８時00分～11時45分までとなります。
※必ず18時00分までにお迎えに来てください。

利 用 料 保育料：2,000円 ※給食代・おやつ代は別途500円

��������呼吸ケアオープンカンファレンス（オンライン開催）ご案内
テ ー マ：「慢性呼吸不全患者に対する包括的ケア ～HOT・NPPVからACPまで～」
講 演 者：公益財団法人田附興風会医学研究所 北野病院

副院長兼呼吸器センター長 福井 基成 先生
日 時：令和３年10月21日（木）18：00～19：30
場 所：オンライン開催（Zoom）
申込方法：w_kouza@kcho.jp へ以下の内容を送信下さい

① 件名「呼吸ケアオープンカンファレンス」
② 本文「氏名」、「施設名」、「職種」、「返信用メールアドレス」
③ 締切日 令和３年10月15日（金） ★QRコードからもお申込可能です。

����������在宅療養オープンカンファレンス（オンライン開催）ご案内
テ ー マ：「患者の思いを実現する！ ～望み通り最期まで自宅療養ができた事例を通して～」
日 時：令和３年10月28日（木）18：00～19：45
場 所：オンライン開催(ZOOM)
申込方法：w_kouza@kcho.jp へ以下の内容を送信下さい

① 件名「在宅療養カンファレンス」
② 本文「氏名」、「施設名」、「職種」、「返信用メールアドレス」
③ 締切日 令和３年10月25日（月） ★QRコードからもお申込可能です。

���������ＮＳＴオープンカンファレンス（オンライン開催）ご案内
テ ー マ：「がん化学療法と栄養療法 そして地域多職種連携」
講 演 者：岡山済生会総合病院 内科 主任医長 犬飼 道雄 先生
日 時：令和３年10月29日（金）18：00～19：30
場 所：オンライン開催(ZOOM)
申込方法：w_kouza@kcho.jp へ以下の内容を送信下さい

① 件名「ＮＳＴオープンカンファレンス」
② 本文「氏名」、「施設名」、「職種」、「返信用メールアドレス」
③ 締切日 令和３年10月25日（月） ★QRコードからもお申込可能です。

���������������地域医療支援事業運営委員会開催報告

令和３年９月30日（木）に、地域医療支援事業運営委員会
（委員長 島正彦先生）がオンラインで開催されました。地域
医療支援病院としての業務報告、西市民病院における新型コ
ロナ対応の報告を行ったほか、抗体カクテル療法などについ
て意見交換が行われました。

地域医療在宅支援室

������������������FAX予約に関するお問い合わせ専用電話の開設（お知らせ）
令和３年11月１日（月）より、ＦＡＸ予約に関するお問い合わせ専用電話を下記のとおり開設いたします。
なお、予約については従来どおり診療情報提供書を事前にFAX送信して頂くことが必要です。また、一度予約
した日時は患者さんご自身が病院に電話して日時を変更することが可能です。（この場合、変更後の日時をご紹介
頂いた医療機関に連絡させて頂いております。）
当日受診のご依頼、転院のご相談等については、078-576-5251（代表）にご連絡ください。

■ 病診連携室

電話：078-940-2778（新規）
FAX予約の送付先：078-579-1943（従来どおり）

�������������臨床検査部技術部オープンカンファレンス（オンライン開催）ご案内

テ ー マ：「新型コロナウイルス感染症の現況と検査部の対応」
講演内容：① 新型コロナウイルス感染症 ～ 本院の現況 ～

西市民病院 総合内科 部長 小西弘起
② 本院での生理機能検査感染対策

西市民病院 生理機能検査室
③ 本院での新型コロナ感染症検査

西市民病院 微生物検査室
日 時：令和３年11月18日（木）18：00～19：00
場 所：オンライン（Zoom）
申込方法：右のQRコードからお申込み頂くか、w_kouza@kcho.jpへ以下の内容を

送信下さい。
① 件名「臨床検査技術部オープンカンファレンス」
② 本文「氏名」、「施設名」、「職種」、「返信用メールアドレス」
③ 締切日 令和３年11月15日（月）

残暑厳しき折から、地域の先生方には平素より多くの患者さんをご紹介いただき厚く御礼申し上
げます。
多くの地域の先生方に FAX予約をご利用いただき、多くの患者さんをご紹介いただいておりま

す。FAX予約をいただくと、下記のように患者さんのご負担が減ります。

・診察までの待ち時間が比較的短くなります
・初診時の特定療養費（医科：5,000円、歯科：3,000円）の負担がなくなります
・いただいた情報を担当医が予約日までに確認しますので、スムーズな診療が可能になります

今後ともより一層 FAX予約をご利用いただきますよう、よろしくお願いいたします。
まだまだ暑い日が続きますが、みなさまのご健康を心よりお祈り申し上げます。

予約受付専用電話 078-993-3714 予約受付 FAX 078-993-3712
当日受診のご依頼や転院のご相談

078-997-2200（病院代表）担当者へお繋ぎします。
当院入院中の患者さんの問合せ・在宅支援業務

078-997-2200（病院代表）担当者へお繋ぎします。
予約受付時間
月～金：9：00～19：00

土：9：00～13：00




